
  

 

 

 

 学校再開しました。  

二中に少しずつ「日常」が戻ってきています。「新しい生活様式」は、これからも続けていかな

くてはなりませんが、子どもたちにも笑顔がでてきました。これから、7 月３１日まで、警戒度

が上がらないことを祈りつつ、お子さんに必要な力を付けていけるよう努力していきます。 
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 健康を守るためのお願い 

○引き続き、ご家庭での朝の検温と健康観

察をお願いします。学校ではお子さんが

健康であることを前提に学習を進めてい

ます。不安がある場合は、事前にご連絡

をお願いします。休日の部活動の練習も

同様にお願いします。また、医療機関で

ＰＣＲ検査を指示された場合は、学校に

もご連絡ください。 

○保護者の方が、校内に入られる場合にも

ご自身の検温をしてからの来校をお願い

します。誠に恐縮ですが、場合によって

は非接触型の体温計での検温を実施させ

ていただくことをご了承ください。 

○今後、夏季大会の代替大会が、各競技部

で実施された場合、保護者の参観や応援

の仕方等については、各競技部顧問から

の指示に従ってください。ご不明の点が

ありましたら、本校顧問までご連絡くだ

さい。 

○コロナ感染予防、熱中症の予防のために

も、お子さんが毎朝朝食をとり、十分な

睡眠が確保できるようご家庭でのご指導

をお願いします。 

  

 今後の行事について 

○３年生修学旅行→１１月１・２・３日に

再延期しました。 

○１年生高原学校→１０月１４・１５・ 

１６日に再延期しました。 

○学校公開（１１月２８日（土））→市内

全中学校で中止といたしました。 

○１年生授業参観→１年生の保護者には、

ここまで校内でお子さんの様子をご覧い

ただく機会がありませんでしたので、１

年生のみ分散での授業参観を７月２１日

（火）に行います。２，３年生につきま

しては、夏休みに教育相談の機会を設け

ますが、今後何らかの形での授業等参観

の機会を設定できるように検討していき

ます。 

○校医を招いての健康診断→９月以降にな

ります。学校からの受診のすすめはそれ

以降になりますので、虫歯や視力に不安

のあるお子さんは、早めに受診していき

ましょう。 

 

 

 

 

  



部活動も再開 

部活動も６／２３から再開しました。当初は１時間程度で、基礎体力・技能の回復に努めました。

夏季大会が中止となり３年生の様子が心配されたのですが、意欲的に活動しています。限られた期間

の中ですが、無心に練習する姿は、子どもたちのこれからに必ず生きてくると思いながら各部を回り

ました。また、1 年生も 6 月 29 日をもって正式な部員となりました。本校の部活動の目的は「学校

教育の一環として、生徒の自主的・自発的な活動を通して、運動や文化に親しみ、意欲の向上や責任

感、連帯感の涵養、互いに協力し合って友情を深めるといった好ましい人間関係の形成等を図る。」こ

とです。この目的をこの時期だからこそ、かみしめてもらいたいと願っています。 

今年度から、市の中体連の方針をさらに徹底することになりました。平日の活動時間については、

2 時間、休日については 3 時間以内で土日の連続活動は行いません。市内各校の共通理解事項となっ

ております。この点、保護者の皆様もご理解・ご協力をお願いいたします。 

なお、9月の市新人大会、10 月の市駅伝大会の実施については、まだ決定しておりません。全国や

県の動向も踏まえつつ、決まり次第、顧問を通じてお子さんにお知らせします。 

里沼文化 

 二中の周りは住宅地と耕作地が混在していますが、たく

さんの生き物がいます。特にサギやカワセミといった他の

生き物を捕食する生き物がいることは、捕食される生き物

が豊富に生息している証拠だと言えます。生態系が豊かだ

ということです。私が子どもの頃の城沼は、近づくとやや異臭を感じました

が、今二中の近くの城沼に流れ込む加法師川には、多くの種類の鳥を見かけま

す。二中近隣の住民の方々の努力のたまものかと思います。昨年度、二中は環

境で個人・学校で大きな賞をいただきました。里沼からたくさんのことを学ばせてもらうこと

は、地域の皆様の文化を学ぶことになることも生徒に伝えていきたいと考えています。 


